「情報」とはなにか？
　こんな事を考える発端になったのは、アメリカ中央情報局(CIA)がCentral Information Agencyの略ではなく、Central Intelligence Agencyの略だと知ってからです。日本人の多くは「情報」というとInformationと考えている様に感じますが、海外では「Information」と「Intelligence」は日本語に訳すとどちらも『情報』になってしまう言葉も、明確に区別されている様です。また、明確に区別しないと役に立たないのが「情報」であると感じます。Informationは、入って来るもの全てであり、Intelligenceはその中で「有用・有益」なものを指している様です。CIAは「アメリカにとって“有益”な情報を収集し、国家戦略に生かす組織」なのでIntelligenceとしている様です。海外では役に立つ場合と立たない（とは言いませんが、役に立つか分からない）ものは言葉として明確に分類している様です。では、日本語ではなぜこうなっているかというと、「情報」という言葉自体が日本に元々存在しなかった概念であるからの様です。下記に語源を説明した文書を添付します。

==========================================================
老麗理庵日記
http://leonhard.cocolog-nifty.com/eulerian/2007/07/post_207e.html　：　「情報」という日本語は，明治三十四年頃の森鴎外によるドイツ語訳としての造語説が有力であった．しかし，その起源は明治九年までさかのぼり，軍が士官教育に用いた「仏国歩兵陣中要務実地演習軌典」の訳中で，これを訳した陸軍少佐酒井忠恕がフランス語訳として用いたのが最初のようである．それまでは「情報」という言葉の代わりに，「敵情の報知」や「敵情の報告」といった表現が用いられていたらしい． （概要ここまで）
結局，「情報」という言葉は軍隊用語がその起源であり，しかも日本人がお得意の省略言葉だったようだ．さらに，第2次世界大戦後にいわゆる情報理論が誕生し，それが日本に輸入された際，その訳語に困り軍事用語である「情報」が使われるようになったということが下記文献(2)で述べられている．こうして見てくると，「情報」という日本語の言葉としての薄っぺらさがなんだか理解できる気がするのは私だけだろうか．

  いずれにしても、多くの日本人は「Information」と「Intelligence」の区別がついていない様に思われます。というのは、インターネット上に有益な情報が沢山ありますが、そこまで辿りつけない人が多いからです。インターネットには情報が溢れていますが、それらは「Information」であり、本来はそこから「Intelligence」を抽出できなければ、事業戦略や商品戦略に使える『情報』は[image: image1.png]


得られないと思います。上の写真は、金の含有量が日本最大の菱刈鉱山の原石ですが、これが正に「Information」だと思います。原石を幾ら沢山集めても、そこから金を取り出す術を知らなければ何の役にも立たないことは容易に理解できることだと思います。

　現在は、「情報」に溢れ、「原石」は至るところに転がっています。そのため、原石を集めて情報通を気取っている人が多くなってしまったのではないでしょうか？「Intelligence」を抽出できる能力が低下してしまったのではないか？と感じます。パソコンも携帯電話もなかった時代には『情報通』と言われる明確な情報リーダーが存在しました。この人達は「Intelligence」を見出す感度が高く、それを抽出する能力が高かったのだと思います。ところが、現在は誰でも「情報通もどき」にはなれるため、真の「情報通」が誰なのか分からない状態になってしまっているのだと思います。

　何れにしても、最近の日本企業の国際競争力低下の一つに、有益な「情報」を迅速に見出し、それを有効に事業判断に生かし、迅速に行動する能力が劣化している点があると思います。
　インターネットなど有益な物がなかった時代には、言葉は悪いですが『味噌も糞も一緒』という諺の様に「似非情報通」を諌める知恵が日本人にもあったと思います。世の中が便利になればなるほど、「自分の頭でキチンを考えて」いかないと非常に危険なことが多いのではないか？と感じます。
